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   We report a rare case of renal cell carcinoma presenting as diplopia which was caused by a 
metastasis to the clivus. A 58-year-old man was admitted to our hospital with the chief complaint of 
diplopia. Head magnetic resonance imaging showed a mass in the clivus accompanied by bone 
destruction. Metastatic tumor to the skull base was suspected. Further examinations for the 
primary lesion revealed left renal cell carcinoma. He was relieved of diplopia by radiotherapy to the 
clivus and subsequently underwent left radical nephrectomy. 
                                             (ActaUrol. Jpn.  44: 319-321, 1998) 
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緒 言
腎癌は全 身のあらゆる臓器,組 織へ転移する癌 とし
て知 られているが,斜 台部転移に よる複視 を初発症状
とす る症例 は稀であ る.わ れわれは今回,複 視 を契機
として発見 され,腎 細胞癌 による と思われる斜台部骨





家族歴 既往歴:特 記すべ きこ とな し
現病歴:1995年12月頃 よ り頭痛が出現 し,精 査 を受
ける も特 に異常 は指摘 されなかった.1996年2月,複
視 が出現 したため,近 医眼科受診 した ところ,左 外転
神経障害 を指摘 された.MRIに て斜 台部 に腫瘤性病
変 を認めたため,当 院脳神経外科入院 となった.精 査
にて転移性骨腫瘍が疑われ,原 発巣の検索 中.左 腎腫
瘍 を指摘 されたため,当 科紹介 となった.
初診 時現症:身 長176.5cm,体重67.3kg,眼瞼
結膜に貧血 な く,眼 球結膜 に黄染な し.視 力 は右1.0,
左0.6,両側外転神経 障害 が認め られた.表 在 リンパ
節 に腫脹な く,胸 部 は打聴診上異常 を認めなか った.
腹部 も触診上異 常 はなかった.ま たPSAは0.8ng/
m1以下(3.6ng/ml以下)と 正常域 内であ った.
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Fig. 1. MRI  (T1-weighted) following gadoli-
       nium administration, which shows 
       marked enhancement in the clivus 
       (black arrow).
入院時検査所見:血 液一般,血 液生化学検査では異
常所見 を認めず,CRPは0.26mg/dl,と軽微上昇 し
ていたが,赤 沈 は10mm/lhで あった.尿 検 査 は異
常 を認めなかった,尿 細胞診で はclassIであ った.
画像所見:頭 部MRI検 査で はTl強 調画像 にて斜
台部 に等 信号 を示 す腫 瘤性 病変 を認 め,Gd-DTPA
投与で はほぼ均 一に造影 された(Fig.1).その2週 間
後 の頭部MRIで は前 回に比べ腫瘤性病変 の増大が認
め られた.骨 シ ンチ グラム検査で は斜 台部付近 に集積


























(Fig.2),以上 によ り悪性腫瘍 の斜台部 お よび右上腕
骨頭部への転移が疑 われた.原 発 巣の検索 の結果,腹
部超音波検査では左 腎上極部 に不 均一 な充実性腫瘤が
認 め られた.腹 部CT検 査で は左腎上極部 にlowde-
nsityareaを呈 す る充 実 性腫 瘤 が 認 め られ た(Fig.
3).選択的左 腎動脈造影で は左 腎上極 に腫瘍濃染像が
認め られた.・
以上の所 見か ら左腎細胞癌 が疑 われた.さ らに精査
が行 われたが,他 に原発巣 とな りえる病変 は認め られ
ず,斜 台部,右 上腕骨頭部に骨転移 を伴 った左 腎細胞
癌 と診断 され た.斜 台部 骨転 移巣 に対 し,計32Gy
の放射線療法施行後,1996年4月25日根治的左 腎摘 出
術 を施行 した.
手術所見:全 身麻酔下に正 中切 開にて経腹 的に左 腎
を摘出 した.腫 瘍 は被膜化 されてお り,周 囲組織 との
癒着 は認めなか った.
病理所見:摘 出標本の重量 は470gで,割 面 では腎
上極 に6×4cm大 の淡黄 色充実性 の腫瘍が認 め られ
た.病 理 診断 はrenalcellcarcinoma,intermediate
type,alveolotubulartype,clearcellsubtype・
grade2,pT2NOMIpVOであった(Fig,4).
術後経過:術 後経 過は順調で,術 後第18病日よ りイ
ンターフェロン αー500万単位週3回 投与 を開始 した.
複視 も照射終了後ほ とん ど消失 した.術 後第40病日で
退 院 し,イ ンターフェロ ン αー の投 与 を継続中で,術
後6カ 月の現在,右 上腕骨頭部骨転移 は著変認 め られ
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